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焼津市長

中野弘道 氏
　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
焼
津
市
政
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
よ
り
、
２
期
目
の
市
政
運
営
の
か

じ
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、「
手
を
つ
な
ぎ
創

る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
政
運
営
の
目
標

と
し
て
、
１
年
目
を
「
創
る
」、
２
年
目
を
「
展

く
」、
３
年
目
を
「
発
」、
４
年
目
を
「
共
に
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

と
対
話
を
重
ね
、「
人
に
や
さ
し
い
」
子
育
て
・

福
祉
の
充
実
、「
命
を
守
る
」
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、「
に
ぎ
わ
い
」
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
継
承
し
、
２
期
目
と
な
る

今
後
４
年
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
市
政

運
営
方
針
と
し
て
「
共
に
拓
く
未
来
創
り
」
を

掲
げ
、
４
つ
の
大
き
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

１
つ
目
と
し
て
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
災
害
に
強
い
ま

ち
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
と
し
て
は
、「
豊
か
な
心
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
学
校
教
育
の
充
実
、

伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

３
つ
目
と
し
て
は
、「
活
気
あ
る
産
業
と
に

ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
水
産
業
・

農
業
・
商
工
業
・
観
光
の
振
興
、
雇
用
の
確
保

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

４
つ
目
と
し
て
は
、「
市
民
と
行
政
が
共
に

つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
情
報
の
発
信

強
化
と
共
有
化
、
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進
な

ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
問
題
に
、
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
本
市
の

個
性
あ
る
地
域
資
源
を
磨
き
あ
げ
、「
稼
ぐ
力
」

を
創
出
し
、
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

示
す
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
『
焼
津
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
構

想
』
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
構
想
』
は
、
急
速
に

進
む
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た

め
、
本
市
の
暮
ら
し
に
必
要
な
様
々
な
機
能
の

拠
点
と
な
る
「
に
ぎ
わ
い
・
あ
ん
し
ん
・
い

き
い
き
」
な
ど
の
８
つ
の
地
域
拠
点
と
「
海
・

山
・
水
・
情
報
・
生
活
」
の
５
つ
の
軸
を
形
成

し
て
、
多
様
な
地
域
資
源
を
ダ
イ
ヤ
の
原
石
と

例
え
、
こ
れ
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
た
「
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
」
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の

特
色
に
合
っ
た
要
素
を
多
く
入
れ
た
「
ス
パ
イ

ス
ア
ッ
プ
」
に
よ
る
イ
チ
オ
シ
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、市
民
の
皆
様
の
夢
が
膨
ら
む「
ド
リ
ー

ム
ア
ッ
プ
」
す
る
未
来
へ
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目

標
と
し
て
「
市
民
の
皆
様
が
輝
か
し
い
生
活
を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）」

に
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
『
焼
津
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
構
想
』

と
地
方
経
済
の
好
循
環
の
創
出
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
焼
津
未
来
創
生
総

合
戦
略
」
を
、
現
在
策
定
し
て
お
り
ま
す
第
６

次
総
合
計
画
及
び
第
４
次
国
土
利
用
計
画
に
反

映
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
し
、
積
極
的
に
事
業
展
開
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
本
市
の

様
々
な
課
題
や
問
題
を
丁
寧
に
ひ
ろ
い
、
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
く
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、

「
拓
（
た
く
）」
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
現

場
主
義
、
市
民
目
線
で
皆
様
と
寄
り
添
い
、
共

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、（
一
社
）
島
田
建
設
業
協

会
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
焼
津
市
政
に
対
し
、
よ

り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ごあいさつ



　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建

災
防
島
田
分
会
は
、３
月
15
日
（
水
）

に
平
成
28
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
橋
本
会
長
は
「
一
般
社
団

法
人
と
し
て
再
出
発
し
て
か
ら
６
年

目
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
様
々
な
公

益
的
な
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
計
画

ど
お
り
進
ん
で
お
り
感
謝
し
た
い
。

政
府
は
昨
年
、
大
規
模
な
経
済
対
策

を
決
定
し
、
本
年
度
第
2
次
補
正
予

算
も
組
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
地

域
の
建
設
業
界
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。

当
協
会
と
し
て
は
、
県
内
の
行
政
機

関
に
対
し
、
引
き
続
き
事
業
に
関
す

る
改
善
な
ど
の
要
望
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り
、
平
成
29

年
度
の
一
般
社
団
法
人
島
田
建
設
業

協
会
及
び
建
災
防
島
田
分
会
の
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
る

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
は
、

１
月
11
日
（
水
）
に
藤
枝
駅
前
の
ホ

テ
ル
オ
ー
レ
に
お
い
て
新
年
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

井
林
辰
憲
衆
議
院
議
員
を
来
賓
に

迎
え
、
会
員
ほ
か
合
わ
せ
て
43
名
が

出
席
し
盛
大
に
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
橋
本
会
長
は
「
政
府
は
昨

年
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
再
延
期

と
併
せ
大
規
模
な
経
済
対
策
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
し
て
、
予
算
の
執
行

に
当
た
り
、
地
域
に
お
け
る
公
共
工

事
の
品
質
確
保
や
、
そ
の
担
い
手
の

育
成
な
ど
に
配
慮
し
つ
つ
、
円
滑
な

施
工
の
確
保
と
予
算
の
早
期
執
行
が

明
記
さ
れ
た
。
建
設
業
界
は
、
長
年

に
わ
た
る
仕
事
量
の
減
少
や
、
競
争

の
激
化
に
よ
る
利
益
率
の
低
下
な
ど

か
ら
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
る
。
行
政
機
関
は
、
建
設
業
界

の
現
状
を
正
し
く
認
識
し
環
境
改
善

に
よ
り
一
層
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

ま
た
、
国
や
県
と
の
災
害
協
定
に
基

づ
き
、
当
番
の
会
員
に
は
台
風
の
接

近
な
ど
の
都
度
、
体
制
を
整
え
て
い

た
だ
い
た
。
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
担
い
手
と
し
て
、
災
害
に
備
え

る
高
い
意
識
を
示
し
て
い
た
だ
き
感

平
成
29
年
新
年
賀
詞

交
歓
会
を
盛
大
に
開
催

謝
す
る
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

１
年
ぶ
り
に
一
堂
に
会
し
た
会
員

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
情
報
を
交

換
す
る
機
会
と
な
り
、
有
意
義
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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平成26年度［第26-K2080-01号］二級河川葉梨川愛知静岡交流圏域活性化事業（河川）工事（矢板護岸工）
【フルカワクリエイト株式会社】

◦  工事概要  ◦

着手前

完成

工 事 名	 平成26年度［第26-K2080-01号］二級河川
葉梨川愛知静岡交流圏域活性化事業（河川）
工事（矢板護岸工）

工事箇所	 藤枝市下之郷地先	
工　　期	 平成26年12月26日～平成27年3月15日
施 工 者	 フルカワクリエイト株式会社
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 松村　静夫	
工事概要	
　機械掘削	 	 470㎥
　スラリー攪拌（ＦＣＭ工法）		 190㎥
　鋼矢板圧入	 64枚
　コンクリートブロック積	 190㎡
　転落防止柵		 ４ｍ
　仮設工	 	 1式

工事のポイント

　本工事は、矢板前面の補強に自社で開発した静岡県新技術・新工法
に登録されているＦＣＭ工法を活用した。河川の中での施工と対象土
質の粘性が強く攪拌に苦労したが、新技術を活用することで課題を解
決した。また、隣が小学校であったので特に安全には細心の注意を払っ
て施工をした。河川への搬入路は、大雨で流された事もあり苦労した
が、皆様のご協力を頂き無事工事を終える事が出来た。

現　場　紹　介
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平成27年度　家山簡易水道家山第3水源井戸築造・送水管布設工事
【株式会社　八木建設】

◦  工事概要  ◦

着手前

完成

工 事 名	 平成27年度　家山簡易水道家山第3水源井
戸築造・送水管布設工事

工事箇所	 島田市川根町家山地内
工　　期	 平成27年9月17日	～	平成28年2月29日
施 工 者	 株式会社　八木建設
発 注 者	 島田市長　染谷絹代
現場代理人	 八木勇弥
工事概要	 建築建屋築造工	 1式
	 ポンプ配管布設工	 1式
	 滅菌施設工	 1式
	 電気計装設備工	 1式
	 送水管布設工	 1式

工事のポイント

　川根小学校新築工事に伴い、川根小学校校庭に水源を施工し、島田市
役所川根支所水源より市道、国道に送水管及び電気設備を埋設する工事
でしたが、地域住民と川根小学校の協力により、事故もなく無事に工事
を完成することが出来ました。

現　場　紹　介



言いたい放題

　先日の研修会、キーワードは「人口減少」で始
まりました。
　これは建設業界に限ったことではなく、あらゆ
る産業においても言えることです。その対策として、
既に担い手３法の見直しで、働き易い環境を作り、
将来の担い手を確保・育成していく安定した経営
を図りやすくすること。さらに、生産性の向上や、
週休２日の確立で働くことに魅力を感じてもらい、
同時に少ない労働力でも仕事量がきちんと対応で
きる状況を作り出さなければならない。その現実
の為にICTを活用することで大幅に生産性を向上
させる取り組みが急務となっている。皆さんは一日
も早く技術を習得するよう努めて下さいとのことで
した。
　確かに２８年度からUAV（ドローン）による起工

測量やICTブルドーザによる施工現場が、あちら
こちらで見られます。若手技術者だけでなく、高
校生のインターンシップ現場として活用していけば、
建設業のイメージアップにもつながり、施工技術
の進化と作業の効率や安全性の高まり、更には若
手の人材確保にも効果が期待できると思います。
　また、３K「きつい・危険・汚い」から「給与・休暇・
希望」へと若者の思いは、大きく傾いています。
　我々の業界も大きく舵を切る時を迎えているの
ではないでしょうか。

　工事が行われている箇所を覗いてみると、近頃
までは、多くは太陽光発電の造成工事と老人介護
施設の建物でした。
　しかし、最近は、太陽光発電は電気の買い上げ
価格が低下してめっきり少なくなり、老人介護施設
もそろそろ飽和状態なのか、かなり少なくなってき
ました。
　このままだと、また田舎の景気が下がってくるの
が心配です。
　一方、風力発電の買取価格が上がったので、風
力発電施設の建設がやや増えてきましたが、低周
波の騒音問題があり、大きなものは進んでいません。
　また、規模が大きいバイオマス発電も始まり太
陽光からその形態が変わってきました。
　元々政治的な決断で取引価格を決めたものです
し、電気を消費する人が負担しているので、政府
の資金は使用せず景気の底上げをしてきましたが、
急激な太陽光発電の買取価格の低下で工事量が減

少し、太陽光の設置会社の倒産が始まりました。
　太陽光発電が急激に増えたこともあり、多少は
仕方がないかとも思いますが、自然を相手にする
エネルギーは、電力の安定供給には向かない等で
多種多様な発電方法を発展させることが目的です。
　自然エネルギーで発電した電気を安定した電気
に変えるには、電気を貯めることが必要です。そ
して、電気を貯めるには、揚水発電所のように水
の位置エネルギーに変換したり、化学的なものを
利用して、例えば電池にためたり、水を分解して
酸素と水素等にして水素を貯蔵したり、と形を変
えて貯蔵する方法が有ります。
　大規模に貯める施設を発電施設の近隣に設置す
ることで買い上げ価格をあげたら新たな投資が始
まりますし新たな技術の変革が始まります。
　政策で景気上昇を促すなどの方法等政府の資金
を使わずに景気を上昇させる方法を取って元気にし
てください。

UAV（ドローン）

エネルギーについて

5広報誌創るVol.151
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2
月
10
日(

金)

、
焼
津
市
相
川

地
先(

大
井
川
左
岸)

に
お
い
て
、

中
部
地
方
整
備
局
静
岡
河
川
事
務
所

主
催
、
島
田
建
設
業
協
会
共
催
に
よ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
工
事
現
場

の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
体
職

員
や
建
設
業
関
係
者
な
ど
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

や
現
場
工
事
の
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
大
河
原
建
設
㈱
が
施
工
す
る
相

川
護
岸
工
事
を
見
学
し
、
実
際
に
使

用
さ
れ
る
機
器
の
技
術
体
験
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

現
場
見
学
会

　

建
災
防
島
田
分
会
で
は
、
各
種
作
業

主
任
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
募
集

は
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す

の
で
、
申
込
み
方
法
、
受
講
料
等
詳
し

い
こ
と
は
、
島
田
建
設
業
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
又
は

島
田
建
設
業
協
会
へ
電
話
（
０
５
４
７

-

３
７-

７
１
０
５
）
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度

作
業
主
任
者
講
習
会

受
講
生
募
集

講習会種類 開　催　日 募集締切日

足場の組立て等 ６月６日、７日

５月30日地山掘削及び土止め支保工 ６月13日～ 15日

型枠支保工の組立て等 ６月20日、21日
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イベントの実施・日時・会場については主催者または天候により変
更する場合があります。事前に必ずご確認のうえ、お出かけください。イベントカレンダー

川根鵜山七曲りパラグライダーパーク

眼下に大井川の景勝地「鵜山の
七曲り」を望む、パラグライダー
基地が、山頂の伐採地後に誕生
しました。大井川から引き上げ
る上昇気流に乗って大空を自由
に飛行する絶好の条件がそろっ
たパラグライダー基地です。
林道家山線から、朝日段公園を
経て、一本杉から川根本町原山
へ向かう途中の最高地点に位置
します。

★
観光スポット

　　　　ハーフマラソン、10km、5km、3kmと各
コースに全国各地から１万人以上が参加して健脚
を競います。

会場：大鐘家（牧之原市片浜1032）

会場：秋葉公園（牧之原市勝俣2357-1)	

日時：18:30 ～ 21:00
会場：集合…坂部区民センター（牧之原市坂部508-1）
　　　観察…富士山静岡空港榛原連絡所付近
　　　　　　（牧之原市坂口1639-1)

藤枝市

焼津市

玉露の里　春まつり

焼津みなとマラソン

大鐘家
あじさい祭り

秋葉公園
あじさいまつり

榛原里やまの会
ほたる鑑賞会

/４

/４

２

水天宮　大祭/４５

　　　　魚市場にてかつお・水産物の当たる福引
を始め、各種イベント、即売会が行われます。

焼津市

焼津市

焼津みなとまつり/４９

９

Ｔ－４ブルーインパルスを始め、各種航
空機の飛行展示や航空機、ヘリコプター
などの地上展示があります。

焼津市静浜基地航空祭/５21

藤枝市藤枝市　献茶祭
藤枝市蓮華寺池公園

岡部町

吉田公園

問スカイペンションどうだん　0547-35-1107

問志戸呂焼愛好会　篠ヶ谷　090-8188-9730

問吉田町都市環境課　0548-33-2161

問山村都市交流センターささま　0547-54-0661

問吉田町観光協会　0548-33-2122

/４15

牧之原市

時間：	10:00 ～
会場：勝開田公園山頂（牧之原市静谷718-1）

勝開田公園つつじまつり/４16
牧之原市

牧之原市

牧之原市

牧之原市

時間：	10:00 ～
会場：さがらサンビーチ（牧之原市相良地内）

第41回　さがら草競馬大会/４23
牧之原市

藤枝市の瀬戸川沿いと金比羅山には、約
850本のソメイヨシノがあり、約2ｋｍの
桜トンネルを楽しめます

藤枝市金毘羅山・瀬戸川　桜まつり

〜

/

/

1

２

４

４

　　　　千葉山の標高300m地点、千葉山ハイキ
ングコースのルート上に県下有数のドウダンツツ
ジ群生地があります。ドウダンツツジはスズランに
よく似た純白なつぼ状の花を咲かせます。見ごろ
は例年4月中旬頃。千葉山のスカイペンションどう
だんでは、ドウダンツツジの開花に合わせ「春の
どうだんまつり」が開催され、地元の農産物販売
やイベントなどが行われるそうです。

室町時代に始まり江戸時代には徳川家康から御朱
印状を戴いた歴史のある志戸呂焼をはじめとして、
昔から地域に伝わる良いものがたくさんあります。
志戸呂焼愛好会では。志戸呂焼をはじめとした地
域の工芸品を多くの人に知ってもらうため、毎年４
月16	日(しとろの日)前後にイベントを開催し展示や
販売を行います。

「吉田町緑のオアシス条例」の趣旨に基づき、毎年
４月29	日に、みどりあふれる都市づくりの推進を目
的に行われています。会場では、花苗や植木の展
示即売会、押し花セミナーをはじめ、地場産品の
販売や緑に関する相談コーナーなどが行われます。

　　　　川根町笹間地区の笹間川沿いや旧中学校
周辺では、自然発生したホタルを見ることが出来
ます。	期間中は山村都市交流センターでホタルの
情報を提供してくれます。
　山村都市交流センターささまでは宿泊もできま
すので､ 鳥の声や川のせせらぎを聞きながら、ゆっ
くりお過ごしいただくのもおすすめです。

町内で生まれた「住吉凧」を継承することを通じ
て凧に親しんでもらうおまつりです。吉田町凧の会
による無料の凧作り教室や、素敵な景品がもらえ
る凧揚げコンテストが行われます。

吉田町

吉田町

春のどうだんまつり

４月16日は、
しとろの日

吉田町みどり・
オアシスまつり

ささまほたるの里まつり

吉田町
凧揚げまつり

/

/

/

/

/

４

４

４

６

５

日時：４月１日（土）11：00 ～ 20：00
　　　　　２日（日）10：00 ～ 17：00
会場：勝間田川沿い（戸塚橋付近）

勝間田川さくらまつり

〜

/

/

1

２

４

４

牧之原市

日時：10:00 ～ 21:000
会場：東光寺（牧之原市静波2587-1）

東光寺長藤まつり

〜

/

/

15

５

４

５

藤枝市

藤枝市

藤枝市

玉露の里
お茶まつり

/5 21 岡部町

吉田公園

飽波神社
茅の輪くぐり

/６ 30

ほたるまつり

〜

/

/

６

６

初
旬

中
旬

中
旬

〜

/

/

５

７

下
旬

上
旬

〜

/

/

５

７

下
旬

上
旬

/５中下
旬

予定

中
旬

中
旬

上大沢他

池の周囲1.5kmの遊歩道に23種260本の
藤が植えられていて、延べ560mにおよぶ
藤棚は見応えあり

藤枝市蓮華寺池公園　藤まつり

藤枝市蓮華寺池公園
〜

/

/

22

５

４

５

お山の頂上に、飛行場が出来た!!

藤枝市白藤まつり
葉梨地区

/5 上
旬

29

21

基地の背景には、切株を利用した動物がいます。

年配の方々も難なく
飛行していました。

　　　　東光寺の伽藍神（地主神）である日吉神
社の祭典の際、雄と雌の猿の面をつけた子供が、
楽人の笛と太鼓に合わせて舞を奉納します。現在、
猿舞を演じているのはここ東光寺の日吉神社だけ
だそうです。県昭和52年、静岡県無形民俗文化財
に指定されました。

東光寺日吉神社　猿舞/４第２土
曜
日

島田市

島田市

島田市

島田市



災害防止への取り組み

「見える化」とは、
　職場における危険性、有害性について通常視覚的に
捉えられないものを可視化（見える化）すること。
　なるほど。
　単純に、「ここまではっきりやられたら、守るか。しょ
うがねえ。」
　が、本心かも。
　意外と効果が期待できると、思いませんか。
この号が配布されるのは、４月頃とか。やれやれ工事

もしかしたら、最先端。　安全の「見える化」
も一段落。少し余裕ができる時期です。
ネットでさくっと検索すると、たくさんの事例がヒッ
トします。
意外と簡単で、金もかからない事例も見つかるはず。
あとは、「センス」と少しの「遊び心」で、カバーです。
　「考えるより、まず真似る。」　　こと安全について
は、悪くないと思うのですが。

O. Ｔ
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●総会
　平成28年度第２回総会　３月15日（水）当協会 
　　◦（一社）島田建設業協会関係
　　　第１号議案　平成29年度事業計画（案）について
　　　第２号議案　平成29年度会費徴収について
　　　第３号議案　平成29年度収支予算（案）について
　　◦建設業労働災害防止協会静岡県支部島田分会関係
　　　第１号議案　平成29年度事業計画（案）について
　　　第２号議案　平成29年度収支予算（案）について

●新年賀詞交歓会
　　１月11日（水）ホテルオーレ（藤枝市内）

●理事会
　第５回会議　１月11日（水）ホテルオーレ（藤枝市内）
　　◦鳥インフルエンザ発生等への対応について
　　◦平成28年度道路啓開訓練の実施について
　　◦平成29年新年賀詞交歓会の開催について
　　◦平成28年度静岡県交通基盤部との意見交換会について
　　◦家畜伝染病対応地区別担当者について
　　◦今後の主要行事予定について

　第６回理事会　３月２日（木）当協会
　　島田建設業協会関係
　　◦平成29年度会費について
　　　会費徴収賦課率について
　　　会費について
　　　賛助会費について
　　◦平成29年度第２回総会提出議案について
　　建災防静岡県支部島田分会関係
　　◦平成29年度第２回総会提出議案について
　　◦静岡県建設業政策推進協議会会費の納入について
　　◦緊急家畜処分にかかる担当会員について
　　◦平成29年度一般県道静岡空港線の美化活動について
　　◦県建設業協会理事会関係について
　　◦県中小建設業協会理事会関係について
　　◦その他

●正副会長会議
　第７回会議　１月11日（水）ホテルオーレ(藤枝市内)
　　◦鳥インフルエンザが発生した場合の対応について
　　◦平成28年新年賀詞交歓会の開催について
　　◦協会事業の運営について
　第８回会議　３月２日（木）当協会
　　◦第６回理事会提出議案について
　　◦協会事業の運営について
　　◦今後の主要行事の開催日程について
　第９回会議　３月15日（水）当協会
　　◦平成28年度第２回総会提出議案について
　　◦協会事業の運営について

●常設委員会委員長会議
　第1回会議　２月９日（木）当協会

　　◦平成29年度各委員会年間事業計画の検討
　　◦平成29年度予算案の検討

●広報委員会
　第８回委員会　１月13日（金）焼津市内
　　◦広報誌vol.151号の企画、新年会
　第８回委員会　３月３日（金）当協会
　　◦広報誌vol.151号の校正
　第９回委員会　３月10日（金）当協会
　　◦広報誌vol.151号の校正

●環境・災害対策委員会
　中部地域道路啓開検討会「道路啓開訓練説明会」　　　
　　◦平成29年1月20日（金）
　　　県藤枝総合庁舎　別館2階第1会議室
　道路啓開訓練の実施
　　◦平成29年1月30日（月）
　　　焼津市内（大井川防災広場）
　第２回中部地域道路啓開検討会
　　◦平成29年2月8日（水）
　　　県藤枝総合庁舎　別館2階第1会議室
　第３回中部地域道路啓開検討会
　　◦平成29年3月17日（金）
　　　県藤枝総合庁舎　別館2階第1会議室

●建災防島田分会
　安全パトロール
　　◦第９回　１月17日（火）５地区
　　◦第10回　２月21日（火）５地区
　　◦第11回　３月７日（火）５地区

●各種催事等
　１月13日（金）　県産連新年賀詞交歓会
　　　　　　　　　　（グランディエールブケトーカイ)
　１月26日（木）　県交通基盤部幹部との意見交換会
　　　　　　　　　　（県建設業協会）

●今後の予定
　　◦協会・建災防島田分会・島田地区建設事業協同組合監査
　　　　日　時　平成29年４月17日（月）14：00 ～
　　　　場　所　当協会
　　　　出席者　会長・監事
　　◦安全祈願
　　　　日　時　平成29年４月21日（金）10：00 ～
　　　　場　所　大井神社（島田市）
　　　　出席者　建災防島田分会役員、防災委員、国・県関
　　　　　　　　係機関
　　◦平成28年度定時総会
　　　　日　時　平成29年５月17日（水）14：00 ～
　　　　場　所　当協会
　　◦島田地区建設業労働災害防止安全大会
　　　　日　時　平成29年７月４日（火）13：00 ～
　　　　場　所　島田市金谷生きがいセンター 夢づくり会館

印　刷：株式会社 共立アイコム　　藤枝市高柳1-18-23　TEL 054-635-4651

協会だより 〜協会のうごき〜

建設業協会 広報誌　創る　　第151号　平成29年４月１日
発行元：一般社団法人島田建設業協会　広報委員会　
　　　　島田市中央町12ｰ10　TEL 0547ｰ37ｰ7105　FAX 0547 ｰ35 ｰ5705
　　　　URL  http://www.shimadakenkyo.jp/　E-mail  info@shimadakenkyo.jp

小山城と梅の花
吉田町の能満寺山公園となっている場所は戦国時代に武田氏の平山城が築かれてい
ました。
永禄11（1568）年、武田信玄は遠江をおさえる第一歩として、この地に砦を築きました。
その後、元亀2（1571）年、城郭を備えて新たな名前を付けたのが「小山城」です。
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